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№ 14

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45　７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（11／16）……クラブフォーラム（ロータリー財団委員会）

	 講師　地区補助金委員会　　　

委員長　松尾　憲二郎 様

（紹介者　加藤　哲也 会員）

	 　（11／23）……休　会（法定休日）

　13：00	 14．本日のプログラム

	 　　卓話　「リバタリアニズムは終わったのか？」

	 　　講師　白濱　重人 様

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30	 18．散　会

ビ ジ タ ー

寺部　　暁 様（安城RC）

出 席

会員総数　94名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　87名

欠席　13名　　出席率 85.06％

前々回（10／26）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）過日行なわれました大澤輝秀ガバナー訪問、石原

健一ガバナー補佐訪問のお礼状が来ております。

２）11月３日～７日迄GSEの受け入れが無事終えら

れました。ホームステイでは下谷会員、刈谷の案内

では鈴木文三郎会員、訪問先では権田会員に大変お

世話になりました。

３）11月７日、８日と地区大会が豊橋で開催され、当

クラブからは岡本会長はじめ39名が登録され多数出

席をしていただきました。ありがとうございました。

４）本日レターケースにて、先日の石原ガバナー補佐

訪問時に撮影した記念写真をお配りしました。
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認された、初めての遊郭です。

　元和３年（1617年）市内各地に散在していた遊女屋を

日本橋葦屋町（現在の日本橋人形町）に集めたのに始ま

ります。当時その辺りは海岸に近く、一面に葦が生い茂

り、江戸でも僻地でした。そこに幕府から２丁（約220

ｍ）四方の区画を「葭原」として与えられました。しか

し、葭（アシ）は悪しに通ずる音なので吉兆の吉の字に

かえて吉原と名付けられました。

　明暦３年（1657年）の大火によって江戸の大半は焼失

され、吉原も浅草寺裏の千束日本堤下三谷（現在の台東

区千束）に移されました。

　したがってこの手締めは、郭内の御茶屋での内輪のも

のです。

　一本目は、三回、三回、三回、一回と一本締めの後

　二本目は、三本目は「ひい、ふう、みい、よう、いつ、

むう、なな」と言いながら７つ手を打ちます。

○一般的な流れですが

１本目　�シャシャシャン・シャシャシャン・シャシャ

シャン・シャン

２本目　�ひい（シャン）　ふう（シャン）　みい（シャン）

よう（シャン）　いつ（シャン）　むう（シャン）	

なな（シャン）

３本目　�ひい（シャン）　ふう（シャン）　みい（シャン）	

よう（シャン）　いつ（シャン）　むう（シャン）	

なな（シャン）

　といった具合ですが７つ打つのは吉原七町を表現し

ているそうです。

　今日はこれまでとし、まだまだいろいろな手締めがあ

りますので、またの機会にお話したいと思います。

　どうもありがとうございました。

お 祝 い

銀婚式のお祝い

11月の会員の誕生日…内藤正、伊藤禎康、加藤哲也、津

田鎭輔、渡部雅之会員。

配偶者の誕生日…霜出恵子（倶弘）、岡本睦美（琢磨）、

副会長あいさつ

「手締めについて」その２
鬼頭　勝彦

　本日も先会に続き、いろいろな手

締めについてお話をしたいと思いま

す。はじめに、伊達政宗ゆかりの、

伊達の一本締めをご紹介します。

　この手締めは「三国一の武将」た

らんとする、正宗の夢の実現の祈願

を込め「三国一」の三と一を掛けた

ものであり、家臣団の間で、いつからか会席においてこ

の手締めが行われるようになったようです。正宗の長

女・五六八姫の婚礼や、慶長18年（1613年）の支倉常長

をはじめとする「慶長遣欧使節」の出帆の時も、この手

締めが行われていたと言われています。江戸時代以降は、

そのいわれから幕府に遠慮して公には行われなくなり、

宮城県松島町の「円通院」に代々伝承されました。現在

では仙台市において「仙台すずめ踊り」の祭連（まづら）

を中心に、普及が始められています。

　伊達家の家紋は竹に雀ですので、すずめ踊りと関わり

があると思われます。

○一般的な流れですが

１．「よー」シャンシャンシャン

２．「よー」シャン

　といった具合です。

次に法華手、一つ目締めをご紹介します。

　法華手の名は、だんだん良くなる法華の太鼓からつい

たものと思われます。この手締めは、一本締めを人差し

指一本から始めて、二本、三本と増していき、最後に五

本指（手）で締めます。

　したがって五本締めとなります。ひとつ宛指数が増え

ていくので一つ目上がりとも言われています。

　この手締めは、繰り返しの中で、次第に音が大きくなっ

ていくところが面白く、手締めの余興というべきで、酒

席などで楽しむものでしょう。

○一般的な流れですが

　シャシャシャン・シャシャシャン・シャシャシャ

ン・シャンと

一回目　人差し指　一本で

二回目　人差し指　中指　二本で

三回目　人差し指　中指　薬指　三本で

四回目　人差し指　中指　薬指　小指　四本で

五回目　�人差し指　中指　薬指　小指　親指

五本（手）で

　といった具合です。

続いて吉原締めをご紹介します。

　皆様もご承知の通り、吉原遊郭は江戸幕府によって公

岩瀬　正人 会員
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神谷登志子（光義）、堀康子（正剛）、太田典子（宗一

郎）、伊藤裕子（禎康）、岩瀬昌子（正人）、市川嘉子（裕

大）、深谷眞理（嘉英）様。

結婚記念日…市川裕士、平野和一、八木道之、羽田育哉、

霜出倶弘、岡本戡紘、渡辺富香、朝根慶一、塚本幸夫、

権田鋹弘、竹内一正、津田鎭輔、岩瀬正人、鈴木文三

郎、天野櫻子、小川耕示、萩田繁会員。

11月度入会記念日…堀正剛、石原鈞、大音祖瑛会員。

卓 話

リバタリアニズムは終わったのか。
白濱　重人 会員

　リバタリアニズムとは、「新自由

主義」とか、「市場原理主義」と呼

ばれ、国による規制を一切撤廃し、

完全な自由経済市場に任せるべきで

あるという考え方のことです。

　そして、このような考え方を採る

人たちのことをリバタリアンと呼ん

でいます。

　リバタリアニズムと対比される考え方としては、リベ

ラリズムとかパターナリズムという言葉があります。こ

のうち、リベラリズムは、国の関与を認めつつも、そこ

からの自由を主張する考え方で、基本的に国の関与を前

提とする点でリバタリアニズムとは異なっています。ま

た、パターナリズムとは、後見主義とか父権主義とか訳

され、国が父親的存在として認められるべきだとする考

え方で、リバタリアニズムとは大きく異なった考え方で

す。

　リバタリアンは、国の存在を極力小さくしようとする

ものですから、いわゆる「小さな政府」を目指し、国の

許認可事業を廃止し、年金・福祉・医療などはすべて民

間に委ね、公共事業ないし公共サービスですらも民間に

任せれば良いと主張しています。民間に任せれば、競争

原理が強く働き、この競争によって質の高いサービスが

安価に受けられるようになるというのです。また、老後

は、年金などに頼らずに、自分たちで考え自分たちの責

任で設計しなさいというのです。

　ところが、こうした考え方－とりわけあらゆる規制の

撤廃－に基づく金融政策が、昨年のサブプライム問題を

発端にして崩壊し、格差を拡げ、貧困層を増大させたこ

とから、リバタリアニズムに対する批判が一挙に高まっ

ている。こうした中で、我が国でも、典型的なリバタリ

アンである小泉純一郎、竹中平蔵氏らが進めてきた「小

さな政府」政策が見直されるところとなり、民主党政権

の下で「友愛」政策がとられようとしています。

　今後、世界の中で、日本がリバタリアニズム的方向を

採るのか、それともリベラリズム的方向に進むのか、見

極めたいと思います。


